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１ 委員会開会の宣言（福原教育長） ・・・１５時００分 

２ 会議録署名委員の指名（齋藤智子委員） 

３ 会議録の承認 

（福原教育長） 第１２回定例教育委員会（令和４年１２月２３日開催）の会議録に

ついて、このとおり調製することとしてよろしいでしょうか。 

（一同「はい」の声） 

-会議録どおり承認- 

４ 教育長の報告 

（福原教育長） 年が明けて最初の教育委員会ですので、改めまして、本年もよろし

くお願いいたします。学校は、冬季休業期間が終わり、小中学校とも今月１６日から

３学期が始まっています。昨年の学校運営は、一昨年に続いて新型コロナウィルス感

染症対策の徹底と子どもたちの学びの保障との両立に苦労した１年でありました。今

年に入って、インフルエンザとの同時流行の懸念から、今しばらくは気が抜けない状

況が続くと考えており、昨日の校長会議でも、引き続き学校教育活動等における感染

防止対策の徹底などをお願いしたところでございます。 

それでは、前回、１２月２３日開催の第１２回定例教育委員会以降の主な事業等に

ついて報告いたします。 

年末の２７日、胆振管内教育長会議が室蘭で開催され、「令和５年度胆振管内教育
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推進の重点（案）」が示されました。推進テーマを「子どもの可能性を最大限に引き

出す学校づくり～「学び」のつながりを支える学校経営～」とし、胆振独自の６つの

重点は、令和４年度を変更せず「重点１ 学力・体力の向上」「重点２ 豊かな心の

育成」「重点３ 生活習慣の確立」「重点４ 地域との連携・協働」「重点５ 教員

の人材育成」「重点６ 働き方改革の推進」としております。今後、この重点項目別

に各学校において教育推進の重点を定めていくこととなりますが、各校長には、子ど

もを主役に、子どもに何が必要かを主軸に特色ある取り組みの検討をお願いしたとこ

ろでございます。 

次に、今月８日「苫小牧市はたちを祝う会」が、昨年に続いて分散開催により行わ

れました。委員の皆様にはお忙しい中、ご出席いただきありがとうございました。令

和４年４月１日からの成年年齢引き下げに伴い、令和５年以降の成人式について、対

象年齢を２０歳とすること、名称を「苫小牧市はたちを祝う会」とした中で、初の開

催でございました。今年の出席者は１２２４人で、昨年を９３人上回っており、出席

率は、８１．０％と昨年の７７．４％と比べると３．６ポイントほど上昇しましたが、

コロナ禍の中、外出の抑制なども緩和されてきており、さらに、天候にも恵まれたこ

とから参加者が増加したものと考えております。改めて、はたちを迎えられた皆さん

にお祝いを申し上げるとともに、実行委員の皆さんにも感謝申し上げたいと思います。 

次に、今月１６日に私が委員を務めさせていただいております、北海道教育推進会

議が札幌で開催され、これまで２か年かけて議論してきた令和５年度からの「新たな

北海道教育推進計画について」の答申案がまとまり、推進会議会長から倉本教育長へ

答申したところでございます。今後、道議会文教委員会に計画案を報告し、３月下旬

に計画決定となる予定です。この北海道教育推進計画は、現在、市教委で策定してい

る苫小牧市学校教育推進計画が参酌をする計画であり、市教委としても、市民からの

パブリックコメントのほか、委員の皆様との勉強会や、小中学校各校長からの意見及

び校長会との意見交換を重ね、道の計画と整合を図りつつ、実効性のある計画を策定

してまいりたいと考えております。 
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最後に、令和５年度は、新たな教育大綱のもと、大綱に基づく「学校教育推進計

画」「生涯学習推進基本計画」がスタートする１年となります。２月１６日から市議

会定例会が予定されており、初日に私が令和５年度の教育行政執行方針の演説を行い

ます。本日はこの後、その教育行政執行方針素案についての協議を行うこととなって

おりますので、忌憚のないご意見をいただければと思っております。よろしくお願い

します。 

私からの報告は以上ですが、何かご質問等ございませんか。 

（一同「なし」の声） 

５ 議  案 

第１号 苫小牧市特別支援教育基本方針について

（教育部池田参事） -苫小牧市特別支援教育基本方針について説明- 

（福原教育長） 質疑に付します。何かございませんか。 

（齋藤委員） 最後、７ページの施設設備等に関する方策に関して、令和６年度で肢

体不自由学級拠点校方式が完全に終わるという事で、「ユニバーサルデザインに基づ

く施設設備の整備を図ります」とありますが、これは令和６年度までに、ある程度は

ユニバーサルデザインの問題、肢体不自由な子でも各学校で勉強できる施設の整備が

なされるという理解でよろしいでしょうか。

（指導室山口指導主事） 現状、まだエレベーターやバリアフリーのトイレを設置し

ていない学校がありますが、そういった学校には階段昇降機などの設置を進めており

ます。やはり地域の学校で学びたいというニーズが多々あったものですから、可能な

限り自分の校区で学べる環境を整えていきたいと思っております。今後についても、
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新規にエレベーターを設置すると莫大な費用が掛かってしまいますので、階段昇降機

の設置を進めていき、それでも対応が厳しい場合は一階に教室を設けてもらえるよう

にしたり、急に対応しきれない場合は近隣の学校に協力を依頼したりするなどの対応

を進めていきたいと思っております。

 （佐藤委員） ６ページにインクルーシブ教育システムについて明記しており、国連

から国の教育支援に対し、差別や偏見の要素について多くのご指摘があったかと思い

ますが、本市はインクルーシブ全部含めて検討することを明記していたので安心いた

しました。教育システムの一つの周知方法としてよかったなと思いました。

  また、５ページ目の一貫した支援に関する方策について、これは具体的に新しくや

っていかなければならないことの一つかと思うのですが、幼稚園小学校中学校の連携

を図るという中に保育も含まれている、幼保一体として理解してよろしいでしょうか。

 （教育部池田参事） インクルーシブ教育については、基本的に障がいの有無にかか

わらず近くの学校で学んでいく、それが基本的方針であることを改めてここで示させ

ていただきました。しかし先ほどお話があった通り、施設の問題など、いろいろな問

題もありますので、基本的にはインクルーシブの中で教育を進めていく、そして可能

な限り、市としても対応できる環境を作っていくというような方針であるという事を

理解していただければと思います。

  ２つめにつきまして、特に支援が必要な子供については、学びの連続性というのが

非常に大事ですので、幼小中、さらには関係機関と連携を取りながらより質の高い教

育を進めていくという事が、基本的な考え方だと理解していただければと思います。

 （指導室山口指導主事） 今説明があったとおりですが、教育センターなどそういっ

た関係機関へ通っている方もいらっしゃいますので、そういった関係施設とも密接に

連携を取りながら進めていきたいと思います。

（福原教育長） 他に何かございませんか。 

（一同「なし」の声） 



苫 小 牧 市

（福原教育長） 質疑がないようであれば、原案どおり決定することでよろしいでし

ょうか。 

（一同「はい」の声） 

 （福原教育長） それでは、議案第１号は原案どおり決定いたしました。 

第２号 通学区域の変更について

（学校教育課長） -通学区域の変更について説明- 

（福原教育長） 質疑に付します。何かございませんか。 

（一同「なし」の声） 

（福原教育長） 質疑がないようであれば、原案どおり決定することでよろしいでし

ょうか。 

（一同「はい」の声） 

 （福原教育長） それでは、議案第２号は原案どおり決定いたしました。 

第３号 苫小牧市立小中学校設置条例の一部改正について
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（教育部長） -苫小牧市立小中学校設置条例の一部改正について説明- 

（福原教育長） 質疑に付します。何かございませんか。 

（一同「なし」の声） 

（福原教育長） 質疑がないようであれば、原案どおり決定することでよろしいでし

ょうか。 

（一同「はい」の声） 

 （福原教育長） それでは、議案第３号は原案どおり決定いたしました。 

 第４号 苫小牧市美術博物館条例の一部改正について

（教育部長） -苫小牧市美術博物館条例の一部改正について説明- 

（福原教育長） 質疑に付します。何かございませんか。 

（一同「なし」の声） 

（福原教育長） 質疑がないようであれば、原案どおり決定することでよろしいでし

ょうか。 

（一同「はい」の声） 

 （福原教育長） それでは、議案第４号は原案どおり決定いたしました。 
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６ 報告・協議 

 協議（１）令和５年度教育行政執行方針（素案）について

（教育部長） -令和５年度教育行政執行方針（素案）について説明- 

（福原教育長） 質疑に付します。何かございませんか。 

 （佐藤委員） ９ページの生涯学習の１２番、「いつでも、だれとでも学べる環境づ

くり」とありますが、生涯学習のキャッチフレーズのようなものでは、いつでもだれ

でもどこででも、というような形だったかと思います。個人でも、グループでも、と

いうような意味も含めているので、いつでもだれでも、というほうがあまり誤解がな

いのではないかと思いました。また、場所の提供というところまで考えていると強調

していた記憶がありますので、いつでもだれでもどこででものほうが誤解がないかと

思いますので、お考えいただきたいと思います。 

（教育部斎藤次長） 持ち帰って検討しますが、教育大綱でも同じ文言で整理してい

たのでもう一度確認してみたいと思います。 

（一同「なし」の声） 

（福原教育長） ないようであれば、質疑を終結することとしてよろしいでしょうか。 

（一同「はい」の声） 

７ その他 
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（福原教育長） 次に、その他でございますが、事務局、委員の皆様を含めて、何か

ございますか。

（一同「なし」の声） 

８ 委員会閉会の宣言（福原教育長）・・・１５時３１分 


